
「大
阪
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
」

（研
修
報
告
）

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
二
〇
〇
四
年
八
月
九
日
か
ら

一
一
日
の
三
日
間
、
大

阪
大
学
で
お
こ
な
わ
れ
た
研
修
会
に
つ
い
て
報
告
し
た
い
。
こ
れ
は
、
大
阪
大

学
が
旅
費

・
宿
泊
費
な
ど
を
負
担
し
、
全
国
の
高
校
の
歴
史
教
員
を
対
象
に
お

こ
な

っ
た
も
の
で
あ
る
。
お
得
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
密
度
の
濃

い
、
非
常
に

刺
激
的
な
勉
強
会

・
交
流
会
で
あ

っ
た
。
以
下
、
そ
の
概
要
と
そ
の
感
動
の

一

端
を
お
知
ら
せ
し
た
い
。

一　

開
催
の
趣
旨

こ
の
研
修
会
は
多
額
の
予
算
が
配
当
さ
れ
た
Ｌ

二

一
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
の
う
ち
、
大
阪
大
学
が
実
施
し
て
い
る

「イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
の
人
文
学
」

に
お
い
て
取
り
組
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
今
回
は
モ
デ
ル
研
究

「世
界
シ
ス
テ

ム
と
海
域
ア
ジ
ア
交
通
」
の
う
ち
の

「第
二
回
全
国
高
等
学
校
歴
史
教
員
研
修

会
」
で
あ

っ
た
。
昨
年
度
の
モ
デ
ル
研
究

「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
と
世
界
史
」
に
続

く
も
の
で
あ
る
。

研
修
会
の
ね
ら

い
は
前
回
と
同
様
、
事
項
や
年
代
の
羅
列
で
は
な
く

「筋
が

あ
る
」
「考
え
方
が
わ
か
る
」
「像
を
結
ぶ
」
歴
史
教
育
を
高
校
レ
ベ
ル
で
実
現

す
る
た
め
の
材
料
を
、
最
新
の
歴
史
学
に
も
と
づ
く
が
、
過
度
に
詳
細
で
な
く

む
し
ろ
歴
史
学
全
体
を
見
据
え
た
巨
視
的
な
講
義
、
そ
れ
に
対
す
る
質
疑
応
答

で
あ

っ
た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は

「
ア
ジ
ア
史
と
日
本
史
の
対
話
」
で
あ
り
、
世

界
史

。
日
本
史
両
方
の
専
門
家
が
参
加
し
て
、
両
方
の
視
点
と
立
場
を
出
し
合

い
刺
激
し
あ

っ
て
、
両
方
の
歴
史
研
究

・
教
育
の
刷
新
に
貢
献
し
よ
う
と
い
う

も
の
で
あ

っ
た
。

二
　
会
場
お
よ
び
日
程

会
　
場
　
大
阪
大
学
の
図
書
館
ホ
ー
ル

日
　
程

八
月
九
日

（月
）

一
二
時
二
〇
分
か
ら

一
六
時
四
〇
分
ま
で
講
義
。

桃
木
至
朗

（大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授
）

イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

平
　
雅
行

（大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授
）

「中
世
の
神
国
思
想
と
顕
密
体
制
論
」

桃
木
至
朗「東

南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
外
来
文
明
や

「世
界
」
と
の
向
き

合

い
方
―
日
本
史
と
の
比
較
―
」

八
月

一
〇
日

（火
）

九
時

一
〇
分
よ
り

一
〇
時
ま
で
前
日
の
質
問

へ
の
回
答
、
受
講
者
と
の

フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ
。
（こ
れ
が
す
ば
ら
し
い
―
講
師
の
先
生
方
が
徹

夜
に
近
い
か
た
ち
で
質
問
用
紙
に
目
を
通
し
、
真
摯
に
回
答
し
て
く
れ

る
の
で
あ
る
１
）

一
〇
時

一
〇
分
か
ら

一
六
時
四
〇
分
ま
で
講
義
。
新
し
い
刺
激
の
連
続

で
、
許
容
量
を
オ
ー
バ
ー
し
始
め
た
頭
が
し
び
れ
て
く
る
。
快
感

（か

。
い

。
か

。
ん
）
。

森
安
孝
夫

（大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授
）

「中
央

ユ
ー
ラ
シ
ア
か
ら
見
た
世
界
史
」

山
内
晋
次

（大
阪
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｅ
特
任
助
手
）

「古
代

。
中
世
の
日
本
列
島
と
海
域
世
界
」

岡
本
弘
道

（大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
）
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「琉
球
王
国
と
東
ア
ジ
ア
国
際
秩
序
」

杉
山
清
彦

（大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
助
手
）

「近
世
東
北
ア
ジ
ア
と
日
本
列
島
」

八
月

一
一
日

（水
）

九
時

一
〇
分
よ
り

一
〇
時
三
〇
分
ま
で
前
日
の
質
問

へ
の
回
答
、
受
講

者
と
の
フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ
。
昨
日
よ
り
も
時
間
を
延
長
し
て
い
た
だ

い
た
。

一
〇
時
四
〇
分
か
ら

一
二
時
二
〇
分
ま
で
講
義
。
　

最
後
ま
で
刺
激
的

な
内
容
が
続
く
。

秋
田
　
茂

（大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授
）

「世
界
シ
ス
テ
ム

・
ア
ジ
ア
交
易
圏
と
近
代
日
本
」

一
四
時
か
ら

一
六
時
ま
で
全
体
討
論
会
。
最
後
ま
で
質
問
が
絶
え
な
い
。

何
人
も
手
を
挙
げ
た
ま
ま
、
残
念
な
が
ら
時
間
切
れ
と
な
る
。

そ
し
て
閉
会
。

ア
ン
ケ
ー
ト
や
質
問
事
項
を
何
人
も
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
書
き
続
け
る
。
電

車
の
時
刻
を
気
に
し
な
が
ら
交
流
を
深
め
る
人
た
ち
。
個
人
的
に
質
問

に
行
く
人
、
最
後
ま
で
懇
切
丁
寧
に
応
対
し
て
く
れ
る
講
師
の
先
生
方
。

感
動
の
内
に
幕
を
閉
じ
た
。

三
　
受
講
者

世
界
史

。
日
本
史
の
高
校
教
員
に
加
え
、
予
備
校
教
員
、
教
科
書
編
集
者
な

ど
七
五
名
が
参
加
し
た
。
北
海
道
か
ら
鹿
児
島
ま
で
二
三
都
道
府
県
に
わ
た
り
、

前
回
の
岩
手
か
ら
福
岡
ま
で
の
二
〇
都
府
県
よ
り
参
加
者
の
幅
が
広
が
っ
た
。

前
回
参
加
者
か
ら
も
多
く
の
参
加
希
望
が
寄
せ
ら
れ
た
が
、
な
る
べ
く
多
く
の

地
域
の
、
多
数
の
先
生
方
の
参
加
を
優
先
し
、
今
回
は
連
続
参
加
が
認
め
ら
れ

な
か

っ
た
。

受
講
者
に
は
三
日
間
す
べ
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
出
席
す
る
こ
と
を
原
則
と

し
、
研
修
会
後
、
約

一
週
間
以
内
に
千
字
程
度
の
レ
ポ
ー
ト
提
出
が
課
さ
れ
た
。

神
奈
川
県
か
ら
は
大
島
弘
尚

（栄
光
学
園
）
、
本
村
芳
幸

（柏
陽
）
、
小
林
克

則

（厚
木
商
業
）
、
小
林
克
史

（秦
野
南
が
丘
）
、
渡
辺
悠
也

（桐
蔭
学
園
）
、

が
参
加
し
た
。

事
後
に
は
報
告
書
が
送
付
さ
れ
る
。
質
疑
応
答

・
意
見
な
ど
が
的
確
に
ま
と

め
ら
れ
て
お
り
、
参
加
者
た
ち
の
熱
意
が
伝
わ
る
。

四
　
主
催
者
よ
り

討
論
時
間
の
設
定
な
ど
盛
大
な
賛
辞
の

一
方
、
成
果
を
す
ぐ
に
授
業
に
応
用

す
る
こ
と
は
難
し
い
と
の
意
見
も
出
さ
れ
た
。
大
学
と
し
て
も
高
校
教
員
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
問
題
点
を
分
析
し
、
溝
を
埋
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
試

み
が
す
べ
て
の
高
校

。
大
学
に
、
そ
し
て
社
会
全
体
に
波
及
す
る
に
は
長
い
年

月
が
か
か
る
だ
ろ
う
が
、
幸

い
に
も
多
く
の
高
校
教
員
が
わ
れ
わ
れ
の
試
み
を

支
持
し
て
く
れ
て
い
る
。
本
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
続
く
か
ぎ
り
、
変
革
の

う
ね
り
を
お
こ
し
続
け
る
べ
く
、
本
研
修
会
を
継
続
し
て
開
催
し
た
い
。

五
　
お
知
ら
せ

二
〇
〇
五
年
度
、
第
三
回
研
修
会
の
開
催
。

日
　
程
　
八
月
九
日
か
ら

一
一
日
の
三
日
間
。

詳
細
は
大
阪
大
学
東
洋
史
研
究
科
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

（文
責
　
秦
野
南
が
丘
高
校
　
小
林
克
史
）
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